
概要

SQuadriga III は騒音計機能搭載の録音
再生システムです。コンパクト、パワフルバッテ
リー、豊富な接続インターフェイスにより機能の
汎用性、 モビリティに優れ、様々なアプリケー
ションに対応します。

単体モードでは録音データは内蔵ストレージか
外付けUSBメモリーに保存されます。フロントエ
ンドモードではUSB を介し PC に保存されま
す。操作はタッチ画面か ArtemiS SUITE

データ収集モジュール（ASM 04; ArtemiS 
SUITE Recorder と HEAD Recorder）
により行います。

SQuadriga III が対応しているセンサーは直
接接続可能です。これらには ICPマイクロホン、
ICP加速度センサー、校正可能なBHS II 
ヘッドセット、パルスセンサーに加え、CAN FD、
OBD、WWH-OBD、FlexRay 等のBUSシ
ステム用センサーが含まれます。

チャンネルとセンサーの設定はデバイス上で直
接行い、SQuadriga III に保存し いつでも
再利用可能です。SQuadriga II で作成し
た設定はSQuadriga III に転送し使用する
ことができます。

パワフルなバッテリーにより外部電源がなくても 
SQuadriga III は5～6 時間の使用が可能
です。接続した HEADlab モジュールに電源
供給も可能です。

SQuadriga III-V1（Code 3324-V1）、
バッテリー非搭載モデルも利用可能です。バッ
テリー駆動のデバイスが持ち込み禁止の場所
での測定に役立ちます。

SQuadriga III は動作が静粛で電源オンに
するとわずか数秒で立ち上がり使用可能な状
態になります。

モバイル録音再生システム

騒音計機能搭載
- 単体または USB フロントエンドとして
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フィーチャー

・2 つのアプリケーションモード

ー単体モード：モバイルユース

ーフロントエンドモード：PC と USBまたは
 LAN で接続。
ArtemiS SUITEデータ収集モジュール 
 ASM 04 (HEAD Recorder)で操作

・ギガビット LAN 接続による内蔵ストレージ
へのファイルマネージャーアクセス、Web
インターフェイスによるリモートコントロール
オプション（いずれもSQ3 TP 06による）、
LANコンピュータへの測定データ保存

・大型タッチスクリーン 7” (18 cm)

・USBスティックでメモリー拡張

・動画、静止画用ビデオカメラの USB 接続
(オプションパッケージ SQ3 TP 03 が必要）

・電源（電気絶縁対応）、電源ボックス
（labPWR I.1 / labPWR I.2 / labPWR
I.3)、車載電源、内蔵電池の充電も可

・USB Cインターフェイス介した Windows 
大容量ストレージデバイスモード

・TEDS を介したセンサーの特定

・FFTリアルタイム分析：時刻歴信号、FFT、
オクターブ、3rdオクターブ、レベルvs時間、
ラウトネス、シャープネス、スペシフィック
ラウドネス、明瞭度指数、次数スペクトル、
音響インテンシティ、相互相関

・保存録音データの再生中解析

・再生とモニタリング用アジャスタブル IIR
フィルター

・CAN FD、FlexRay、パルス、GPSデータを
単一値またはタコメータとしてリアルタイムで
デコード、表示

・チャンネルごとにすべてのアクティブチャンネル
の最適測定レンジ（オートレンジ）の自動
設定

・再生リミッター

・個々のまたはすべてのアクティブチャンネル
の為の自動測定範囲設定（オートレンジ）

・1 または 2 チャンネル測定用の騒音測定
機能（オプショナルパッケージ SQ3 TP
02 が必要）

コネクター
・BHS II による聴感に忠実な録音再生と
モニタリング用 BHS コネクター。ケーブル
アダプターでセンサーを追加接続。

・HD IV.1 他のヘッドセット用
イコライズドヘッドホン出力

・6 x BNC コネクタ：アナログ入力、
アナログ出力、または AC or DC入力の
為のセレクタブル ICP サプライ

・2 x パルス入力用 2 x SMB コネクタ
（電気絶縁対応）

・3 x USB タイプ A コネクタ：
ストレージメディア、リモートコントロール
RC X 、ビデオカメラ、USB オーディオ
デバイス(BSU/SQope) 接続用

・USB タイプ C コネクタ：
Windows PC / ノートPC / タブレット
PC接続用

・HEADlab システム統合用 HEADlink
LEMO コネクタ（電気絶縁対応）

・HEADlink＋ LEMO コネクタ：
HEADlab モジュール、HMS III / IV /
V ダミーヘッド、SQuadriga II、
SQuadriga III用

・D-Sub コネクタ：CAN FD (CAN FD、
CAN、OBD、WWH-OBD)及び Flex
Ray BUS システム（電気絶縁対応）

・ギガビット LAN 用 RJ45 コネクタ

・内蔵 GPSレシーバー（含：アクティブ
GPS ロッドアンテナ）

SQuadriga III (3324)

データシート
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フィーチャー

コンパクトかつパワフル

・コンパクト 193 x 41 x 154 mm
・パワフル デュアルコアプロセサー
・60 GB 内部ストレージオーディオビデオデータ保存用

タッチ画面

・静電容量のマルチタッチカラーディスプレイ
（7” / 17.8 cm、1024 x 600 ピクセル）

・スワイプ、ズーム、ダブルクリック対応

聴感に忠実な録音再生

・バイノーラル録音の為の校正可能な BHS II ヘッドセットの
直接接続（SQuadirga III には同梱されていません。）

・Independent of direction (ID) 録音イコライゼーション

・Independent of direction (ID)、自由音場 (FF)、
拡散音場 (DF)、再生イコライゼーション、またはイコライ
ゼーションなしのリニア (LIN)

バイノーラルセンサー

・バイノーラルヘッドマイクロホン BHM III.3 またはケーブル
アダプター CLB I.3 を介して BHS 端子にダミーヘッド HSU 
III.2 を接続・イコライズ

・BHM III.3 または HSU III.2 を最大 3 つまでのアナログ 
BNC 端子接続、イコライゼーション

ヘッドホン再生

・（例 HD IV.1）接続用フロント面の 3.5 mm ヘッドホン
ジャック

・CLJ I ケーブルアダプタを介した BHS 端子へのヘッドホン
追加接続

・セレクタブルリミッター

・ヘッドホン用イコライゼーションフィルターのインストール

・個別チャンネルやチャンネルペアのヘッドホンによるリアルタイム
モニタリング

騒音計機能

・1 または 2 チャンネル測定（バイノーラルセンサーの場合 
2 チャンネル）

・時間 / 周波数同時重み付け（F、S、I 時間重み付け / 
A、C、Z 周波数重み付け）

・等価平均音圧レベル L eq

・時間重み付けをした現在と最大音圧レベル、音響暴露レベル、
レベル vs 時間

・ラウドネス（ISO 531-1 / DIN 45631/A1）
シャープネス（DIN 45692）、オクターブ、1/3 オクターブ、
FFT スペクトル、パーセンタイル

HEADlink

・HEADlab コントローラーへの接続

・SQuadriga III アナログチャンネルの 8チャンネル中6チャンネルを
HEADlab システムに統合

・HEADlab システムと SQuadriga III 間の電気絶縁

HEADlink+

・2台目のSQuadriga III との接続

・以下の HEADlabモジュールの接続と電源：

-labM6 (Code 3724B Rev.02)

-labCF6 (code 3725)

-labT6 (code 3726)

-labSG6 (code 3727 Rev.3)

-labV6HD (code 3728)

-labVF6 II (code 3752)

-labM6 II (code 3754)

-labHSU (code 3710)

・HEADlab モジュール と SQuadriga III の接続

・CLL XIV.1 ケーブルアダプター(Code 3363-1) による 
SQuadriga II への接続

・HMS III / HMS IV / HMS V ダミーヘッドへの接続
（HMS III / HMS IV と SQuadriga III の接続は
CUSB II による USB 接続が必要です。）

フィルタリングによる FFTベースのリアルタイム解析

・時刻歴信号 / FFT / オクターブ /3rdオクターブ / レベル vs 時間 /
スペシフィックラウドネス / 次数スペクトル / 次数スペクトル vs 時間

・ラウドネス vs 時間 / シャープネス vs 時間

・明瞭度指数、拡張明瞭度指数（例：音声明瞭度等）

・伝達関数、コヒーレンス、インパルス応答、時刻歴信号または
スペクトルとしてのラストインパルス

・周波数、品質、アテニュエーションの個別調整が可能なリアルタイム
フィルター

車両 BUS システム

・CAN FD / CAN / OBD / WWH-OBD

・FlexRay

・録音中にチャンネルごとに最大4つまでの CAN FD、OBD、または
FlexRay のリアルタイムデコーディングと表示。
AUTOSAR センサーにも対応

・別チャンネルでのデータストリーム録音

・アダプター CMD 0.12（オプションアクセサリー）による
複数の対応 BUS システムの同時録音
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パルス

・録音中最大 2 パルスまでのリアルタイムデコーディングと表示

・別チャンネルでのパルス収録

・最大 1 MHz までのパルスソースサンプリング

・信号の増幅またはクリーニングの為の内蔵信号ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ

・高感度

・調整可能なトリガー閾値

GPS

・内蔵 GPS レシーバーと外部アクティブアンテナ（付属の
アクティブロッドアンテナ）用接続端子

・速度や高度等GPSデータのリアルタイムデコーディングと表示

・SQuadriga III、SQuadriga II、SVA II、または
SQobold による非同期の録音データの同期やマージの為の 
PPS（パルス/秒)
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・GPS、Galileo、BeiDou、GLONASS に対応

・複数衛星システムの同時利用

・GPSデータをトリガーとした録音開始停止（例：位置、高度、
速度）

バッテリー非搭載バリアント 3324-V1

・低最大パワー消費

・キャパシターバッファーによるリアルタイムクロック；電源供給中の
キャパシター充電

納品アイテムとオプションアクセサリー

納品アイテム

・騒音測定機能付 SQuadriga III (Code 3324) 
モバイル録音再生システム

・電源 24V、60W、LEMO 4ピン

・ケーブル CUSB IV (Code 5476)
USB タイプ A～タイプC スクリュー接続

・アクティブ GPS ロッドアンテナ CGA I.1 (Code 9856)

・2 x パルスケーブル CSB VII.0 (Code 3350; 0.15m)

・DPF III 表示画面プロテクター (Code 9863)

・HSC V.3 ケース (Code 3333)

・データ媒体

・マニュアル

オプションアクセサリー

・ダイナミックヘッドホン HD IV.1 (code 2380) / HD IV.2
(coder 2481)

・BHS II バイノーラルヘッドセット (Code 3322)

・HUSB III.64 USB ストレージ (Code 3334; 
容量：64 GB、シーケンシャル読み込み速度： 200 MB/s)

・SQuadriga II 接続用 CLL XIV.1 アダプターｹｰﾌﾞﾙ 
(code 3363-1) 

・CLO VIII.3 電源入力ケーブル (Code 3364-3; 3m)

・GPS アンテナ、CGA I.0ケーブル (Code 9855)

・HEADlink ケーブル CLL X.xx (Code 3780-xx);
0.17 m / 0.26 m / 0.36 m / 0.5 m / 1 m / 1.5 m /
2.5 m / 5 m / 10 m / 20 m / 25 m / 30 m / 40 m /
50 m / 60 m から選択可

・labMA-a (アクティブ）/ labMA-p (パッシブ）マウントアダプタ
HEADlab コントローラ / HEADlab モジュールへの機構接続用

・CDO X.3 OBD 接続ケーブル (Code 3786-3; 3 m)

・CLB IV.1 アナログアウトケーブル（Code 9826）

・CMD 0.12 ケーブルアダプター (Code 3788)
D-Sub ⇔ 2 x CAN / CAN FD、1 x FlexRay 接続

・CLX X.1 AES ケーブル (Code 3797-1; 1 m)

・HMS IV リモートコントロール用 CUSB II.xx USB ケーブル
(Code 5478、HMS IV に同梱）1.5 m / 3 m / 5 m から
選択可。

・CLB IV.1 アダプタケーブル (code 9826) BHS 両チャンネル
用、アナログ出力

・CLB I.2 アダプターケーブル (code 9847) BHS II を BNC
端子（チャンネル 3 – 8）へ接続用

・CLB I.3 ケーブルアダプター（code 9848)：BHS 両チャンネル
ICP 電源供給を伴う BNC 入力として

・RC X.1 リモートコントロール (Code 9850)、
オプショナル RC X.2 無線モジュール (Code 9851)

・0271 USB ビデオカメラ HD 720 (1280 x 720 px) ; 
30fps; オートフォーカス：10 cm ～ 10 m

・ CGA I.0 アクティブ GPS アンテナとケーブル (Code 9855)

・CIJ.I ケーブルアダプタ (code 9858) 14ピン LEMO ⇔ 3.5 
mm ヘッドホンジャック接続 HD IV.x ヘッドホンと BHS 端子
接続用



オプション ファームウエアパッケージ – 概要

アドバンスト オンライン 解析 (SQ3 TP 01、Code 3324-01)

・追加のオンライン解析ツールを提供します：FFT vs 時間 (3D 分析）、次数解析、ラウドネス vs 時間、
スペシフィックラウドネス、シャープネス vs 時間、明瞭度指標、音響インテンシティ、オンラインフィルター。

レベルメーター (SQ3 TP 02、Code 3324-02)

内蔵の騒音計の広範な機能が利用でき、様々な物理量や心理音響の値を測定できます。とりわけ、A、C、Z 特性重みづけ、時間重みづけ
をした現在または最大音圧レベル、同等騒音レベル、ラウドネス (ISO 531-1 / DIN 45631/A1)、シャープネス (DIN 45692)、オクター
ブ、3rd オクターブスペクトル、パーセンタイルが含まれます。

ビデオサポート (SQ3 TP 03、Code 3324-03)

ビデオ機能を付加します。USB ビデオカメラ 0271（オプショナルアクセサリー）を SQuadriga III に接続するだけで測定状況を動画撮影す
ることができます。録音データ再生と連動して動画再生することで常に録音時の状況を再現することができます。センサー位置等を静止画に撮
り文書に含めることもできます。

システム解析 (SQ3 TP 04、Code 3324-04)

伝達関数、コヒーレンス、インパルス応答、相互相関、相互相関 vs 時間等のシステム解析ツールを含みます。また、生成&録音、生成&解
析の機能を提供する Play & Record 機能と、シグナルジェネレーターも含みます。 いずれの機能も再生または生成した信号を用いて構造物
をシミュレーションすることができ、同時に加振により生じる音イベント、振動、電気的なインパルスの収録が可能です。シグナルジェネレーターは
周波数、振幅、時間が調整でき複数の信号タイプを備えています。

コントローラモード (SQ3 TP 05、Code 3324-05)

2 台目の SQuadriga III、SQuadriga II、または HEADlab の接続を可能にします。SQuadriga III は接続デバイスの信号の設定と録
音をコントロールします。接続された HEADlab モジュールとそれらに接続されたセンサーは SQuadriga III から電源供給を受けます。接続さ
れた SQuadriga II や SQuadriga III に接続されたセンサーはそれぞれの内蔵バッテリーから電源供給を受けます。

ネットワークアクセス (SQ3 TP 06、Code 3324-06）
SQuadriga III の機能のリモートコントロールが Web インターフェイスにより可能になります。如何なるブラウザーからでも Web インターフェイ
スにアクセス可能です。SQ3 TP 06 は LAN 経由で SQuadriga III の内部ストレージへのアクセスを可能にし、SQuadriga III と PC 間
のファイル交換は Windows Explorer 等のファイルマネージャーで行うことができます。
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SQuadriga III – 多用途、直感的、モバイル

直感的タッチ操作

SQuadriga III のすべての機能をディスプレイ上で操作可能です。
タッチでボタン操作をしたり、スワイプで保存ファイルのリストや設定オ
プションのリストをスクロールしたり、スマートフォンで日頃使い慣れて
いる手の動きで SQuadriga III を操作します。指2本で解析グラ
フを拡大したり動画の大きさを調整することができます。

操作モード

2つの操作モードが様々な録音状況において優れた柔軟性を発揮
します。パワフルなバッテリー、優れた使い勝手、直感的操作、大容
量メモリーは単体での使用に最適です。様々な測定状況にこれ 1 
台対応できます。録音データは SQuadriga III の内部ストレー
ジに保存するか USB メモリーに保存することも可能です。 これは
HEADlabモジュールを接続した場合でも可能です。追加接続した
HEADlab モジュールは SQuadriga III の内蔵バッテリーから電
源供給されます。

フロントエンドモードでは SQuadriga III を測定用 PC にUSB ま
たは LAN で接続し、 ArtemS suite データ収集モジュール 
(ASM 04; ArtemiS SUITE Recorder と HEAD Recorder) 
で録音操作します。このモードでは録音データは PC に保存されま
す。

HEADlink と HEADlink+

背面の2つの HEADlink と HEADlink+ インターフェイス
で SQuadriga III のHEADlabシステムへの統合や2台目の 
SQuadriga III の追加接続、ダミーヘッドとの接続が可能です。

HEADlabシステムに統合する為には、SQuadriga III を
HEADlab コントローラに接続します。この場合、SQuadriga III 
はモジュールとして機能します。SQuadriga III は8 つのアナログ
チャンネルの内 6 つの信号がコントローラに転送されます。

HEADlab モジュール（互換性ある HEADlab モジュールについて
は右のリスト参照）、2 台目の SQuadriga III、SQuadriga II、
HMS V ダミーヘッドを HEADlink + インターフェイスに接続します。
フロントエンドモードもスタンドアローンモードも SQuadriga III がモ
ジュールチャンネルのコンフィグレーションを制御し、内蔵ストレージや 
USB スティックへのデータ保存のハンドリングをします。そして、
HEADlabモジュールやそれらに接続されたセンサーに電圧供給をし
ます。

2 台目の SQuadriga III を接続する場合は 2つのデバイスのう
ちいずれをコントローラーとするのか指定し、他方のデバイスのチャン
ネル録音を制御します。後者はモジュールの役割をし 8 つのアナロ
グチャンネル (BHS 接続と BNC 接続) からコントローラ側の 
SQuadriga III に信号を転送します。

HMS III / HMS IV / HMS V ダミーヘッドは HEADlink+ イン
ターフェイスに接続されます。この接続がオーディオデータを転送しま
す。HMS III と HMS IV はさらに USB A インターフェイスの一つ
に接続されます。これを通じて SQuadriga III がダミーヘッドの制
御と設定を行います。
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互換性がある HEADlabモジュール



電源供給

SQuadriga III 背面の電源用コネクターは電気絶縁対応されて
います。広レンジ入力 (10 ～ 30 V DC) に対応し、同梱の電源
アダプターを PowerBox (labPWR I.1 / labPWR I.2) や車の
オンボード電源にも接続可能です。

SQuadriga III が電源オフのときでも、接続されている外部電源
から内部バッテリーをフル充電できます。

PowerBoxに接続する場合、SQuadriga III は現在の
PowerBox 電池の残量を表示、SQuadriga III の内部電源が
使用されている場合はその状態を表示します。

ディスプレイと操作

SQuadriga IIIの 7” タッチスクリーンは解像度 1024 x 600 ピ
クセルです。メニューと機能はディスプレイ上ですべてタッチやスワイプ
操作でき PC やタブレットは必要ありません。

その為、モバイルユースでも測定中のモニタリングや文書化ができ、
複雑な解析や、BHS II やヘッドホンでの録音データの再生も可能
です。

バイノーラル BHS II ヘッドセット

校正可能な BHS II ヘッドセットは SQuadriga III で素早く簡
単にバイノーラル録音を行える理想のペア製品です。

SQuadriga III は BHS II 用に専用にチューニングしたデュアル
チャンネル入力用 BHS コネクターを備えています。BHS II は録音
再生用に自動でコンフィグレーション及びイコライゼーションが行われ
ます。

軽量かつ快適な装着感で長時間の使用に適しています。イヤー
ピースとヘッドバンドはフリーサイズです。

BHS II を BHS コネクターに接続すると、SQuadriga III は自
動でチャンネル設定を行い最適なイコライゼーションフィルターを起動
する為、すぐに録音を開始することができます。SQuadriga III と 
BHS II はバイノーラル録音と再生を簡単に行えるベストペアです。
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バイノーラル録音再生

SQuadriga III は HEAD acoustics の聴感を考慮した録音、
分析、再生技術を踏襲し、使い勝手とモビリティに優れた、高性
能・高信頼性の製品です。

SQuadriga III はバイノーラル ヘッドセット BHS II とペアで使用
できるだけでなく、ヘッドマイクロホン BHM II.3 やダミーヘッドマイク
ロホン HSU III.2 等、最大 4 つまでのバイノーラル録音デバイスを
接続できます。

録音データは Recorder 表示画面ですぐに再生開始し BHS II 
で試聴できます。SQuadriga III の内部ストレージに保存された
録音データは File システム画面から簡単に再生できます。

SQuadriga III は SQuadriga II や SQobold 等 HEAD 
acoustics の他のデバイスで録音したデータであっても、聴感補正
したうえで再生します。

バイノーラル録音再生のメリット

コンベンショナル型マイクロホンによるステレオ録音と異なり、
SQuadriga III によるバイノーラル録音データは原音に忠実な
音色や音量に加え音場の立体感も再現します。

BHS II ヘッドセットや HEAD acoustics の他の再生デバイス
（例：labP2 とヘッドホン）で録音データを再生する際、音場の
立体感が正確に再現されます。

これにより原音の音場の聴感印象が正確に再現されます。聴覚は
オリジナルの音場にいるときとまったく同様に複数の音源を切り分け
て聴くことができます。

コンベンショナルな録音データとの比較

バイノーラル録音データとコンベンショナルな録音データを比較分析
できるように、SQuadriga III は BHS II で録音する際に ID 
(Independent of direction) イコライゼーションを用います。

ID イコライゼーションは HEAD acoustics により開発されました。
実際によく遭遇する殆どの音場に適しています。自由音場や拡散
音場のイコライゼーションは実験室環境で正確に定義された条件下
の音場の為のものです。こうした環境では BHS II はバイノーラル
センサーとしては通常利用されません。使用されたイコライゼーション
データと録音レベルは録音データとともに保存されます。

他の HEAD acoustics の再生システムはこのデータを読み、自動
で再生の為の設定を行い、正確なイコライゼーションとレベルによる
再生を確実にします。
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録音データの解析

FFT やオクターブ分析といったコンベンショナルな分析機能の他に、
SQuadriga III はラウドネスやシャープネスといった心理音響解析
ツールも備えています。

心理音響は人間の聴覚が音イベントを測定デバイスとは異なった方
法でとらえるという事実を考慮に入れています。心理音響解析は音
イベントに対する人間の聴覚印象を正確に標準化した方法で表し
ます。

解析ツールは FFT サイズ、窓関数（ハニング、矩形、フラットトップ
窓）、周波数重み付け、 レベルスケールの設定が可能です。

SQuadriga III では録音中、再生中、モニタリング中でも解析機
能を利用でき、ノイズやノイズシナリオ中の異常の検知や音質改善
の検討に役立ちます。

解析対象チャンネルのモニタリング中に既にフィルターを用いて信号
成分を抑制または増幅し、スライダーコントロールで簡単に周波数、
品質、アテニュエーションを調整可能です。フィルター処理信号や未
処理信号をモニタリングし、フィルター処理信号をグラフ表示させる
ことも可能です。

ArtemiS SUITE アドバンストフィルターモジュール（ASM 19）で
不快な音成分を録音時に既に特定し、早期の段階でより詳細に
解析する為の方法を見いだすことが可能です。ここで ArtemiS 
SUITE でリアルタイムフィルターの品質、周波数、アテニュエーション
を調整してヘッドホンを用いて最適化した信号をモニタリングすること
が可能です。また、オリジナルのノイズを録音保存して後の分析に活
用することができます。

録音中の解析

録音中、Analyzer のすべての機能が、リアルタイムで入力信号の
解析の為に利用可能です。録音時に Recorder のボタンで 
Analyzer を起動して最大 2 チャンネルを選択し、解析ツールの
設定を行います。解析結果はグラフ表示されます。Analyzer グラ
フと同じコンフィギュレーションオプションが利用可能です。

再生中の解析

FFT、オクターブ、心理音響解析ツールを再生中に利用可能です。
再生中にこれらの解析ツールを選択、設定してデバイスに保存され
た録音データを解析することができます。

再生中、再生チャンネルの信号が解析され、結果がグラフ表示され
ます。利用した解析ツールはリプレース、再設定し、レベル調整、
先送り、リワインドしたり、再生範囲を任意に指定することができます。

12.2022 D3324jp5                                                        記載内容は変更となる可能性があります。



動画機能（オプショナルパッケージ）

USB ビデオカメラを接続するとオーディオ録音と並行して MJPEG
フォーマットで最大 1280 x 720 px、30 fps の解像度で動画撮
影を行うことができます。動画は録音中でもリアルタイム表示が可能
です。動画ファイルを録音データとともに SQuadriga III に保存し
てあれば録音データ再生時にディスプレイ上で動画も再生されます。

また、録音中にビデオカメラで静止画を撮り、測定時のセンサー位
置や測定時の具体的な状況を文書化しておくことが可能です。

衛星による位置情報の追跡

SQuadriga III は衛星ナビゲーションシステム（GPS、
GLONASS、BeiDou、Galileo）に対応しており正確な位置情
報と併せ、車速や高度といった他のパラメターも記録可能です。

すべての GPS データをリアルタイムで収録し画面表示することが可
能です。GPS データを用いて ArtemiS SUITE で測定の際に移
動した距離を OpenStreetmap ベースの地図で表示することが
可能です。

PPS 信号を用いると複数の SQuadriga III で別々の場所で同
じ時間に録音したデータを後から同期することができます。これには 
Mobile Frontend Tools か HEAD Companion の “Merge 
Recordings” 機能か ArtemiS SUITE のファイルマージ機能
（ASM 20 - 信号編集 モジュール）を用います。GPS データは
録音開始や停止のトリガーにも活用できます。例として指定した 
GPS 速度に達したら録音開始するといったトリガーが可能です。

SQuadriga IIIのネットワーク利用

SQuadriga III をネットワーク接続すると、同じネットワーク上で
ArtemiS SUITE データ収集モジュール（ASM 04; ArtemiS 
SUITE Recorder と HEAD Recorder）を起動中の任意の PC
から SQuadriga III にアクセスし録音可能です。同様に簡単に 
Mobile Frontend Tools を用いてネットワーク経由で 
SQuadriga III 上にファームウエアを更新することも可能です。

ネットワーク接続の為に、SQuadriga III の背面の LAN ポート
が利用できます。これに CAT 5 ネットワークケーブルを挿入します。
SQuadriga III はDHCP 経由でネットワーク設定を受けとります。
必要な設定を手入力することも可能です。

SQuadriga III のネットワーク接続は ArtemiS SUITE バー
ジョン 11.5 以降、HEAD Recorder はバージョン 11.2 以降、
Mobile Frontend Tools はバージョン 1.0 以降対応しています。

LANを介した Web インターフェイスとストレージアクセス

オプションパッケージ SQ3 TP 06 Network Access で 
SQuadriga III の特定機能の Web ブラウザ上でのリモートで制
御、チャンネル設定、録音開始停止、デバイス設定管理、ファイル
管理、ファームウエア更新等が可能です。

また、LAN でストレージへのアクセスも可能です。SQuadriga III 
内のファイルやフォルダーの管理をネットワーク上のどの PC から
でも Windows Explorer 機能を活用しながら行えます。
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トリガー

パルス、GPS、CAN、FlexRay 等の入力信号やオーディオチャンネ
ル、時間をトリガーにして、録音の開始や停止を行うことができます。

トリガーは信号の上昇や下降と連動させることができます。 
SQuadriga III は開始や停止の閾値に達する前（Pre 
Trigger) や後 (Post Trigger) に発生する信号を録音します。

ドキュメンテーション

多くの録音データを効率的に管理するには録音データを説明する情
報へのアクセスが必要です。SQuadriga III のドキュメンテーション
機能は個別の録音データについて記述する為の非常に便利なソ
リューションです。

ArtemiS SUITE で作成したドキュメンテーションテンプレートを 
USB を介して SQuadriga III へ転送し、録音データに紐づけて
保存することができます。記述されるのはタイプ、モデル、車両のデー
タ、外的条件等の詳細です。入力フィールド、選択フィールド、 リス
ト等慣れ親しんだフォームエレメントにより測定データの文書化を効
率的に行うことができます。

ドキュメンテーションテンプレートをまだドキュメンテーションを含まない
既存録音データにアサインしておき、後にドキュメンテーションを追加
することができます。

コンテクストに対応したオンラインヘルプ

包括的なコンテクスト対応型オンラインヘルプがダイアログや機能につ
いてサポートします。SQuadriga III の操作についても詳細に
サポートします。デバイス上にドイツ語と英語のヘルプが搭載されて
おりいずれかを選択できます。

オンラインヘルプはボタン一つで利用でき常に現在表示されている内
容に該当するセクションが開きます。また、コンテンツの目次はインタラ
クティブになっており、すべてのヘルプトピックスにワンタップでアクセス
可能です。

センサーライブラリー

ArtemiS SUITE のセンサーライブラリー上でセンサーを管理し、この
ライブラリーを SQuadriga III で利用可能です。
ライブラリーを SQuadriga III の内部ストレージにコピーすると、後
でチャンネル設定を行う際にそこに保存した情報にアクセスし、セン
サーをチャンネルに簡単にアサインすることができます。

センサータイプ、感度、校正日、ファクター等の詳細やセンサーライブ
ラリーに保存したイコライゼーションフィルターはマニュアルでデータ入力
する必要なく自動でチャンネルに適用されます。さらに、この情報は
録音データに保存され、後にフォローアップや ArtemiS SUITE での
解析の為にチャンネルエディターで利用可能です。
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騒音計機能

SQuadriga III の騒音計機能を利用して音圧レベルを測定する
ことができます。例として環境ノイズやオフィスのノイズを評価すること
が可能です。測定可能な物理的心理音響量には、現在、最大、
ピーク音圧レベル、オクターブまたは 1/3 オクターブスペクトルに分解
された音圧レベル、及びそれぞれ最大 3 パーセンタイル値のラウドネ
スとシャープネスが含まれます。

最大 2 チャンネルまでの複数の測定レベルを測定中にディスプレイ
上で同時モニター可能です。後の分析の為に数値として保存可能
です。また、測定データをグラフ上で時間特性として表示することも
可能です。時刻歴信号を録音して後に再生することも可能です。ビ
デオカメラを接続すると（オプションパッケージ SQ TP 03, Code 
3324-03が必要です。）ビデオプレビューが表示され、ビデオ動画
を時刻歴信号と同期収録可能です。

USB オーディオデバイス

BSU や SQope のような USB オーディオデバイスを用いて、簡単
にバイノーラル録音ができます。USB オーディオデバイスは背面の
USB ポートの一つに接続します。 SQuadriga III に USB オー
ディオデバイスを接続すると、USB オーディオデバイスの左右のオー
ディオチャンネル録音ができ、騒音計機能や Analyzer で信号解
析可能です。また、SQuadriga III の GPS 信号と SQuadriga
III に接続したビデオカメラの信号を、SQuadriga III のアナログ
チャンネルが非稼働状態であっても収録可能です。収録データは 
SQuadriga III に保存され、PC に転送し ArtemiS SUITE で
解析可能です。

タスクリスト

Task リストを用いると、録音の設定を行い、指定した順番で実行
することが可能です。特に、ArtemiS SUITE Standardized 
Testing Module で品質管理の一環の標準テストとして一連の
測定を実行するのに便利です。Task リストは ArtemiS SUITE 
でStandardized Test Project や Recorder Task List で設
定し、HRTX ファイルとして保存し SQuadriga III に転送可能で
す。Task リストを起動、スタートすると、SQuadriga III は自動で
測定を順番に実行します。測定データを再生してレビューしたり、必
要に応じて NG 判定できます。Task リストの処理状況はフライアウ
ト表示され、測定データは Go 判定を受ける度に更新されます。
設定した Task リストの測定項目にはトリガー条件が含まれ、これ
により録音が自動で開始または停止されます。
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フロント面コネクター

ヘッドホン出力

HEAD acoustics のダイナミックヘッドホンをヘッドホン出力に接続
し正しいイコライゼーションにより録音データの再生を行うことができま
す。イコライゼーションの種類には Independent of direction 
(ID)、自由音場 (FF)、拡散音場 (DF)、ユーザー独自のイコライ
ゼーション (USER)、リニア (LIN、イコライゼーション非対応）があ
ります。

BHS

BHS コネクターは BHS II ヘッドセット接続用の専用端子です。こ
のヘッドセットによりノイズイベントをバイノーラルに、聴感に忠実に、
録音再生できます。コネクターはそれぞれ A/D、D/A コンバーターを
備えており、切り替え可能なハイパスフィルターと BHS II の ICPマ
イクロホン用の校正機能が含まれています。ケーブルアダプター CLB 
I.3 を用いるとバイノーラルヘッドマイクロホン BHM III.3 またはダ
ミーヘッドマイクロホン HSU III.2 が接続可能です。また、チャンネ
ルをセレクタブル ICP 電圧供給を備えた入力チャンネルとして、また
はアナログ出力チャンネルとして用いることができます。CLJ I ケーブ
ルアダプタを用いてヘッドホンの追加接続が可能です。

BNC 3-8

6つの ACかつDC対応の BNC 入力をアナログ入力やセレクタブル 
ICP電圧供給を備えた入力として用いることができます。それぞれ
切替え可能な HP フィルター (2 Hz と 22 kHz) を備え、入力
感度を個別に調整可能です。また、個別にアナログ出力として設定
することも可能です。例として、モニタリングチャンネルとしての活用や
再生と同時録音 (Play & Record) が可能です。さらに、ICP / 
DC カップリングを活用すると 2 Hz 以下の信号を ICPセンサーで
測定することが可能です。

パルス入力

Pulse In 1 と Pulse In 2 入力にパルスソースを直接接続可能
です。パルス信号はメインサンプリングレートの 32 倍でサンプリングさ
れます。48 kHz メインサンプリングレートで最大パルス周波数 600 
kHz が利用可能です。96 kHz で 1 MHz が利用可能です。
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背面コネクター

電源

このコネクターを介し SQuadriga III は同梱の電源アダプター
（24 V、60 W、LEMO 4-ピン）か labPWR I.1 / labPWR
I.2 / labPWR I.3 から電源供給を受けることができます。

HEADlink

この電気絶縁対応のコネクターを介し、 SQuadriga III を 
HEADlabコントローラーに接続し HEADlab システム に統合可能
です。この場合、SQuadriga III はHEADlab モジュールとして機
能します。SQuadriga III をもう 1 台 コントローラーとして接続し
チャンネル設定や信号データ収集を行うことも可能です。この場合コ
ントローラー側がもう一方の設定も行い、双方の SQuadriga III 
に接続されたセンサーからデータ収集を行います。

HEADlink+

このコネクタに HEADlab モジュールを接続し電源供給を行うことが
できます。SQuadriga II、HMS III / HMS IV / HMS V ダミー
ヘッド或いは追加で SQuadriga III を接続することも可能です。
SQuadriga III は接続デバイスのチャンネル設定を行い録音を行
うことができます。

CAN – FlexRay

このコネクターを介し SQuadriga III を車両側の CAN や 
FlexRay インターフェイスに接続可能です。CAN、CAN FD、
OBD データ収集の為の 2 つの CANチャンネルと FlexRayの為の 
1 チャンネルが利用可能です。SQuadriga III はCAN または 
FlexRay チャンネルごとに変数を最大 4 つまでデコードし、リアルタ
イムで数値表示が可能です。デコードされた変数 6 つをタコメーター
形式で追加表示も可能です。

USB (Type A)

3 つの Type A USB ポートにビデオカメラ、USB ストレージメディ
ア、RC X.1 リモートコントロール（オプショナル RC X.2 無線モ
ジュールが必要です。）等の USB デバイスを接続可能です。これ
らのデバイスには USB ポートを介して電圧供給されます。

USB (Type C)

このネジ止め式コネクターを介して SQuadriga III は PC に接続
されます。ネジ止めにより振動が加わっても PC とのケーブル接続が
切断される心配がありません。オペレーティングシステムが 
SQuadriga III を認識するには HEAD USB ドライバーを PC に
インストールする必要があります。USB 接続によりフロントエンドモー
ドでの使用となり録音は PC 上で ArtemiS SUITE データ収集モ
ジュール ASM 04 (ArtemiS SUITE Recorder と HEAD 
Recorder) により行われます。

この接続方法では SQuadriga III を大容量ストレージデバイスと
して使用することも可能です。SQuadriga III から録音データを
ダウンロードしたり、ファイル（センサーライブラリー、ドキュメンテーショ
ンテンプレート、設定情報等）を SQuadriga III の内部ストレー
ジに保存することが可能です。

LAN

LAN コネクタを用いて SQuadriga III をネットワーク上でフロント
エンドモードで利用可能です。この場合、録音データは PC に保存
されます。（ArtemiS SUITE Data Acquisition Module 
ASM 04 が必要です。）さらに、オプションパッケージ SQ3 TP 06 
を用いてネットワークを介して SQuadriga III をリモート制御し PC 
の保存情報にアクセス可能です。

GPS

アクティブ GPS アンテナを GPS コネクターに接続し SQuadriga
III をグローバルナビゲーション衛星システム（GPS、Galileo; 
GLONASS、BeiDou) にリンク可能です。アクティブ GPS アンテナ
は納品アイテムに含まれています。 アクティブリンクにより、GPS 位
置、速度、高度情報が録音データと別チャンネルに記録されます。
必要に応じて、SQuadriga III の時間をグローバルナビゲーション
衛星システムの時間と同期させることができます。
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技術仕様
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一般
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BHS 入力

アナログ入力
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アナログ出力

HEAD link+ コネクタ

HEAD link コネクタ

パルス In



ICPⓇは PCB Group の登録商標です。

LEMOⓇは LEMO S.A. の登録商標です。

WindowsⓇは Microsoft Corporation の登録商標です。
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衛星システム

USB ホスト

USB デバイス


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17

